
号

町民体力つくり体育大会
平成２７年１０月１１日に中央公園で開催されました。
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⃝平成２7年
　第３回定例会（９月）

P2〜6 こんなことが決まりました
P7〜13 そこが聞きたい（一般質問）
P1４ 議会活動



議
案
審
議

定例会で
こんな
ことが

決まりました
１１議案を可決！防災行政無線の契約

締結など

平成27年９月

　平成２７年第３回定例会は、９月４日から９月１１日の８日間の会期で開催し、条例の改正、補正予
算など慎重に審議し原案どおり可決しました。また、大川議長の辞職に伴う、議長・副議長選挙が
行われました。

　
議
長
選
挙
は
、
碇
議
員
以
外
の
立
候
補
が
無

か
っ
た
た
め
、
指
名
推
薦
と
な
り
ま
し
た
。

　
副
議
長
選
挙
は
、
寺
﨑
議
員
、
原
田
議
員
の

立
候
補
が
あ
り
、
本
会
議
場
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
所
信
を
聞
い
た
後
、
投
票
と
な
り
、
同
数
の

た
め
、
く
じ
引
き
に
よ
り
、
原
田
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
就
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
町
民
代
表
の
議
員
と
し
て
、
言
動

一
致
で
議
会
活
動
を
な
し
、
誠
心
誠
意
を
も
っ

て
、
議
会
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
公
開
の
原
則

に
基
づ
い
て
、
大
い
に
議
論
し
町
政
発
展
の
た

め
に
奉
職
致
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

指
導
・
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

主
な
改
正

副
議
長

原田　　希

議
長

碇　　勝征

議会運営委員会
　委員長　寺﨑　太彦　　副委員長　漆原　悦子
　委　員　原田　　希、吉富　　隆

総務厚生常任委員会
　委員長　漆原　悦子　　副委員長　吉田　　豊
　委　員　大川　隆城、吉富　　隆、碇　　勝征

振興常任委員会
　委員長　寺﨑　太彦　　副委員長　向井　　正
　委　員　井上　正宣、田中　静雄、原田　　希

２



議
案
審
議

地方創生の取組み　追加採択!!
　地方創生交付金の県交付分を原資とし、「地域の維持や活性化を目指し、住民が自ら考え実行する」
取組みを支援する「さが段階チャレンジ交付金事業」に、さきに採択された７事業に加え、つぎの
５事業が採択されました。

事業名 事業概要（事業主体）
上峰町太古木（天然記
念物）をイメージした
名物菓子の開発と販売

上峰町で発掘された古代大木のストーリーや町の特産品を活かし、パッ
ケージデザイン・ネーミングにこだわったお菓子を商品として開発。（地
域住民、上峰町社会福祉協議会）

掘り出せ！上峰町の魅
力！全国動画配信！

上峰町の自然・伝統・歴史・文化・イベント・特産品など町の魅力を掘
り出し、取材・撮影・編集を行い短編動画を制作し、広く全国へ配信。
（上峰町魅力発掘創造隊）

切通地区世代間交流に
よる地域活性化事業

陶芸教室、ニジマスつかみ取り、しめ縄つくりなどの地区行事を、子
どもから高齢者まで幅広い世代の参加を得て進めることで、地域の一
体感を高める。（切通分館、子どもクラブ、老人クラブ）

“陵墓−都
つ

紀
き

女
め

加
か

王
おう

墓
ぼ

”
環境美化活動をとおし
たコミュニティづくり

県内唯一の陵墓である都紀女加王墓と隣接する古墳公園の除草・清掃
活動をおこない、町民の憩いの場を作る。また、歴史的価値や存在を
町内外にＰＲ。（都紀女加王墓と古墳公園を守る奉仕団）

ニュースポーツ・レク
リエーション元気アッ
プ交流事業

講師の指導のもと、誰もが気軽に楽しめる運動プログラムを作成し、参
加者の体力向上を図る。また、世代間の交流を図ることにより、コミュ
ニティの輪を広げる。（下坊所地区軽スポーツ愛好会）

手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
発

行
さ
れ
る
次
の
カ
ー
ド
の
再
発
行
手
数
料

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

⃝
�

通
知
カ
ー
ド　
　
　
５
０
０
円
／
件

⃝
�

個
人
番
号
カ
ー
ド　
８
０
０
円
／
件

防
災
行
政
無
線
施
設（
同

報
系
）整
備
事
業
の

請
負
契
約
の
締
結

　
親
局
を
役
場
に
１
か
所
、
屋
外
拡
声
子

局
を
町
内
に
26
か
所
設
置
。
防
災
能
力
を

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
事
業
で
す
。

⃝
�

請
負
金
額
…

２
億
１
２
３
６
万
６
０
０
０
円

⃝
�

契
約
の
方
法
…
指
名
競
争
入
札

⃝
�

契
約
の
相
手
方
…

　
　
　
　
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

　
　
　
　
佐
賀
支
店

上
峰
町
議
会
会
議
規
則

の
一
部
改
正

　
議
会
に
お
け
る
欠
席
の
届
出
の
取
り
扱

い
に
関
し
て
、
出
産
の
場
合
の
届
出
に
つ

い
て
新
た
に
規
定
す
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計

及
び
各
種
特
別

会
計
の
決
算

　
平
成
26
年
度
の
決
算
認
定
は
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
閉
会
中
に
審
議
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

⃝

一
般
会
計

⃝

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

⃝

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

⃝

土
地
取
得
特
別
会
計

⃝

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

全
員

賛
成

全
員

賛
成

全
員

賛
成
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議
案
審
議

　
地
方
自
治
体
は
、
子
育

て
支
援
、
医
療
、
介
護
な

ど
新
た
な
政
策
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。
し
か
し
一

方
、
地
方
公
務
員
を
は
じ

め
人
材
が
減
少
す
る
な

か
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
人
材
確
保
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
経
済
財
政
諮

問
会
議
に
お
い
て
は
、
社

会
保
障
と
地
方
財
政
が
二

大
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
、

歳
出
削
減
に
む
け
た
議
論

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
２
０
１
６

年
度
の
政
府
予
算
、
地
方

財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
国
民
生
活
を
犠
牲
に

す
る
財
政
で
は
な
く
、
歳

入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積

り
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
し

こ
と
。

３
．
復
興
交
付
金
、
震
災

復
興
特
別
交
付
税
な
ど
の

復
興
に
係
る
財
源
措
置
に

つ
い
て
は
、
復
興
集
中
期

間
終
了
後
の
２
０
１
６
年

度
以
降
も
継
続
す
る
こ

と
。
ま
た
、
２
０
１
５
年

度
の
国
勢
調
査
を
踏
ま

え
、
地
方
交
付
税
算
定
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

４
．
法
人
実
効
税
率
の
見

直
し
、
自
動
車
取
得
税
の

廃
止
な
ど
各
種
税
制
の
廃

止
、
減
税
を
検
討
す
る
際

に
は
、
自
治
体
財
政
に
与

え
る
影
響
を
十
分
検
証
し

た
う
え
で
、
代
替
財
源
の

確
保
を
は
じ
め
、
財
政
運

営
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
対
応
す
る
こ

と
。

５
．
地
方
財
政
計
画
に
計

上
さ
れ
て
い
る
「
歳
出
特

別
枠
」
及
び
「
ま
ち
・
ひ

と・し
ご
と
創
生
事
業
費
」

に
つ
い
て
は
、
自
治
体
の

保
障
機
能
・
財
政
調
整
機

能
の
強
化
を
図
り
、
市
町

村
合
併
の
算
定
特
例
の
終

了
を
踏
ま
え
た
新
た
な
財

政
需
要
の
把
握
、
小
規
模

自
治
体
に
配
慮
し
た
段
階

補
正
の
強
化
な
ど
の
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。

て
の
社
会
保
障
予
算
の
充

実
、
地
方
財
政
の
確
立
を

目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
次
の
事
項
を
要
望
す

る
。

１
．
社
会
保
障
、
被
災
地

復
興
、
環
境
対
策
、
地
域

交
通
対
策
、
人
口
減
少
対

策
な
ど
、
こ
れ
に
見
合
う

地
方
一
般
財
源
総
額
の
確

保
を
図
る
こ
と
。

２
．
子
ど
も
・
子
育
て
新

制
度
、
地
域
医
療
構
想
の

策
定
、
地
域
包
括
生
活
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
、
介
護
保
険

制
度
や
国
民
健
康
保
険
制

度
の
見
直
し
な
ど
、
社
会

保
障
予
算
の
確
保
と
地
方

財
政
措
置
を
的
確
に
行
う

財
政
運
営
に
不
可
欠
な
財

源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、現
行
水
準
を
確
保
し
、

臨
時
・
一
時
的
な
財
源
か

ら
恒
久
的
財
源
へ
と
転
換

を
図
る
こ
と
。

６
．
地
方
交
付
税
の
財
源

　
日
本
は
、
１
学
級
当
た

り
の
児
童
生
徒
数
や
教
員

１
人
当
た
り
の
児
童
生
徒

数
が
多
く
、
第
７
次
教
職

員
定
数
改
善
計
画
の
完
成

後
９
年
も
の
間
、
国
に
よ

る
改
善
計
画
の
な
い
状
況

が
続
き
、
自
治
体
が
見
通

し
を
持
っ
て
安
定
的
に
教

職
員
を
配
置
す
る
た
め
に

は
、
国
段
階
で
の
国
庫
負

担
に
裏
付
け
さ
れ
た
定
数

改
善
計
画
の
策
定
が
必
要

で
あ
る
。
新
し
い
学
習
指

導
要
領
に
よ
り
、
授
業
時

数
や
指
導
内
容
が
増
加

し
、
日
本
語
指
導
な
ど
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち

や
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
対
応
、
い
じ
め
・

不
登
校
な
ど
の
課
題
も
あ

る
。

　
独
自
財
源
に
よ
る
定
数

措
置
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
国
の
施
策
と
し
て
定

数
改
善
に
む
け
た
財
源
保

障
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
三
位
一
体
改
革

に
よ
り
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
負
担
割
合
が

２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
全
国

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

一
定
水
準
の
教
育
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上
の

要
請
で
あ
る
。
次
の
事
項

を
要
望
す
る
。

１
．
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
改
善
の
た
め
に
、
少

人
数
学
級
の
推
進
を
含
む

教
職
員
定
数
改
善
を
推
進

す
る
こ
と
。

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と

水
準
の
維
持
向
上
を
は
か

る
た
め
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
国
の
負
担

割
合
を
２
分
の
１
に
復
元

す
る
こ
と
。

国
に
対
し

意
見
書
を
提
出
！！

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
に
係
る
意
見
書

全
員

賛
成

全
員

賛
成
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予

算

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎ふるさと納税寄付金� １億２00万円
◎財政調整基金から繰入金� ７７２万4千円
◎地方交付税� １億１53万5千円
◎県支出金
　・さが段階チャレンジ交付金
� 5１4万6千円
◎前年度からの繰越金� 9,２5７万8千円
◎前年度介護保険負担金精算金

７７8万6千円
◎町債
　・臨時財政対策債� 3,７0７万8千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎ふるさと納税謝礼等経費� ７,２08万4千円
◎税還付金� ７00万円
◎公会計システム整備費� 3２１万4千円
◎基金積立金
　・財政調整基金� ７,２00万円
　・公共施設整備基金� 300万円
◎地域公共交通活性化協議会補助金
� 63１万6千円
◎町道補修工事費� 300万円
◎さが段階チャレンジ交付金を活用した
　事業への補助金� 593万6千円
　（詳細は３ページに記載）

一 般 会 計 本会期までの累計

歳入
41億
6,861万
1千円

歳出
41億
6,861万
1千円

町税
13億8,066万1千円
33.1%

地方交付税
9億5,685万4千円
23.0%

国庫支出金
4億5,863万2千円
11.0％

県支出金
2億6,991万8千円
6.5％

繰越金
1億4,257万8千円
3.4％

町債
2億6,919万1千円
6.5％

繰入金
1億8,604万3千円
4.5％

その他
5億473万4千円
12.0%

総務費
7億3,486万6千円
17.6％

民生費
10億5,485万4千円
25.3%

衛生費
5億6,482万1千円
13.5%

農林水産業費
3億7,590万8千円
9.0%

土木費
1億3,688万円
3.3%

消防費
2億4,213万7千円
5.8%

教育費
4億3,100万1千円
10.3%

公債費
5億2,243万3千円
12.5%

その他
1億571万1千円
2.7%

平成２７年度　　正予算補
３億５，６６７万５千円増額して、総額4１億６，8６１万１千円となる。

特 別 会 計
土地取得特別会計
１6１万5千円を増額し、１6２万9千円となる
農業集落排水特別会計
9,530万8千円を増額し、6億７,396万6千円となる

後期高齢者医療特別会計
5１5万3千円を減額し、9,１98万２千円となる

国民健康保険特別会計
２,6７１万8千円を増額し、１0億6,７２4万２千円となる

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

５



議
案
審
議

議長交際費の支出状況（平成２７年度上半期）

区分 支出金額 支出内容

会費 5,000円 上峰町遺族会懇談会

〃 3,000円 知事・市町議会議長懇談会

記念品 １２,２89円 韓国ヨジュ市から訪問

お祝 5,000円 上峰町自衛隊父兄会総会

〃 １0,000円 上峰町近圏少年剣道錬成大会

お礼 6,480円 県選出国会議員への陳情

支援金 5,000円 原水爆禁止世界大会

献花 １0,000円 上峰町戦没者慰霊祭

合計 56,７69円

議会を
傍聴してみませんか

　毎回、町民の皆さまに議会を傍聴していた
だき、ありがとうございます。
　次回の定例会の会期は、１２月１１日（金）
から１8日（金）までを予定しています。
　一般質問は１4日（月）
および１5日（火）です。
詳しい日程は町ホーム
ページでご確認ください。

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９

向
井　
正

吉
田　
豊

田
中
静
雄

原
田　
希

寺
﨑
太
彦

漆
原
悦
子

井
上
正
宣

吉
富　
隆

碇　
勝
征

4１ 平成２７年度上峰町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4２ 上峰町総合計画審議会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 上峰町国際交流推進委員会の設置に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 上峰町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 平成２７年度上峰町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 平成２７年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4７ 平成２７年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 平成２７年度上峰町土地取得特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 平成２７年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 上峰町防災行政無線施設（同報系）整備事業の請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 上峰町議会会議規則の一部を改正する規則 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5７ 平成２７年度上峰町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

− 地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

− 少人数学級の推進と義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

平成２７年�第２回臨時会・第３回定例会　議案賛否表

○は賛成　×は反対

６



一般
質問
そ
こ
が
聞
き
た
い
！

問
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
助
成
の
拡
大
は
。

答
住
民
課
長　
財
政
当

局
と
協
議
し
、
早
期

実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

問
１2
月
定
例
会
に
は
、

助
成
案
を
提
案
で
き

る
よ
う
進
め
よ
。

答
住
民
課
長　
次
期
定

例
会
に
向
け
て
、
実

施
の
方
向
で
検
討
す
る
。

問
出
生
祝
金
の
創
設
は
。

答
住
民
課
長　
第
３
子

以
降
の
児
童
が
同
居

す
る
多
子
世
帯
に
支
援

す
る
。

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購

入
助
成
は
。

答
教
委
事
務
局
長　
中

学
校
の
卒
業
祝
金
と

い
う
形
で
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
策
は

問

実
施
の
方
向
で
検
討

答

吉田　豊 議員

問
地
方
創
生
の
主
管
課

長
と
し
て
私
的
見
解

で
も
良
い
の
で
、
ど
の

よ
う
な
考
え
で
い
る
か
。

答
創
生
室
長　
民
間
活

力
に
よ
る
定
住
促
進

の
方
策
を
練
る
。
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
は
、

町
の
実
態
に
つ
い
て
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

上
峰
町
の
人
口
を
減
ら

さ
な
い
。
若
干
減
る
の

は
紛
れ
も
な
い
事
実
だ

が
、
そ
れ
を
い
か
に
少

な
く
し
て
い
く
か
方
策

を
練
っ
て
い
き
た
い
。

問
就
業
人
口
の
増
加
を

図
る
と
い
う
こ
と
は

企
業
誘
致
も
考
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
。

答
創
生
室
長　
所
有
し

て
い
る
資
産
が
無
い

の
で
、
企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
控
え
て
い
る
。６

次
産
業
化
に
よ

る
雇
用
の
創
出

を
考
え
て
い
る
。

問
集
落
間
の

人
口
比
の

平
準
化
は
。

答
創
生
室
長

　

大
字
坊

所
地
区
ば
か
り

増
え
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て

い
る
。

問
な
ぜ
そ
う

な
る
か
。

答
創
生
室
長

　

宅
地
開

発
が
で
き
る
農

地
が
坊
所
地
区

に
多
い
。
前
牟

田
、
江
迎
地
区

で
は
農
振
地
域

内
と
い
う
こ
と

で
宅
地
化
が
難
し
い
。

第
４
次
総
合
計
画
に
お

い
て
、
大
字
堤
地
区
は

自
然
環
境
保
全
ゾ
ー
ン
、

中
心
部
を
居
住
ゾ
ー
ン
、

前
牟
田
・
江
迎
地
区
は

田
園
ゾ
ー
ン
に
区
分
さ

れ
た
土
地
利
用
方
針
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

問
各
行
政
区
の
人
口
を

比
較
す
る
と
約
2３
倍

の
開
き
が
あ
る
。
こ
れ

を
是
正
す
る
に
は
、
農

振
地
域
の
見
直
し
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

答
創
生
室
長　
部
分
的

に
は
可
能
か
と
思
う

が
、
神
埼
北
茂
安
線
よ

り
南
は
難
し
い
と
思
う
。

定住化支援策は問

６次産業化による雇用創出答

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

ほ
か
に

○�

高
齢
者
の
生
き
が

い
対
策
は

○�

認
知
症
予
防
対
策
は

○�

農
業
振
興
対
策
は

○�

農
業
経
営
者
の
勉

強
会
は

○
定
員
管
理
計
画
は

○�

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は

前牟田地区の田園ゾーン

７



一
般
質
問

ど
約
７０
万
円
、
平
成
2７

年
度
は
コ
ン
サ
ー
ト
マ

リ
ン
バ
な
ど
約
７2
万
円

購
入
し
た
。

　

次
年
度
以
降
の
計
画

は
、
木
管
楽
器
や
昭
和

6０
年
代
購
入
の
古
い
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
の
買

い
換
え
を
計
画
し
て
い
る
。

問
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

が
備
品
と
し
て
保
有

し
て
い
る
楽
器
が
長
年

に
わ
た
っ
て
不
足
し
、

顧
問
の
先
生
が
、
楽
器

を
借
り
て
き
て
い
る
と

聞
く
が
、人
事
異
動
な
ど

で
先
生
が
異
動
し
た
場

問
高
齢
者
な
ど
、
長
い

間
並
べ
な
い
方
や
、

買
い
に
行
け
な
い
方
へ

の
対
策
は
。

答
産
業
課
長　
売
り
場

に
来
て
も
ら
う
の
が

基
本
で
す
。
い
す
を
準

備
す
る
な
ど
、
疲
れ
な

い
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
く
。

き
で
は
な
い
か
。

答
創
生
室
長　
言
わ
れ

た
と
お
り
で
あ
る
。

県
へ
伝
え
て
い
く
。

合
に
は
、
楽
器
を
引
き

揚
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
吹

奏
楽
部
が
コ
ン
サ
ー

ト
を
す
る
と
き
、
楽
器

が
古
く
て
音
が
鳴
ら
な

い
と
い
う
事
態
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ー

ト
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い

な
い
楽
器
が
あ
る
と
、

顧
問
の
先
生
か
ら
聞
い

て
い
る
。

答
教
育
長　
一
部
の
楽

器
を
借
用
し
て
い
る
。

問
楽
器
の
状
態
悪
化
は

日
頃
の
取
り
扱
い
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
が
、
指

導
は
。

答
教
育
長　
楽
器
の
手

入
れ
が
非
常
に
大
事

で
、
消
耗
品
は
交
換
し

て
い
る
。
楽
器
の
管
理

は
担
当
を
決
め
て
、
先

生
の
指
導
の
も
と
で
管

理
し
て
い
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
学

童
教
育
振
興
の
た
め

の
事
業
で
対
応
で
き
な

い
の
か
。

答
教
育
長　
検
討
す
る
。

問
小
・
中
学
校
の
楽
器

の
修
理
、
更
新
は
。

答
教
委
事
務
局
長　
小

学
校
で
は
、
１6７
個
で

購
入
価
格
約
７７５
万
円
の

楽
器
が
あ
る
。平
成
26
年

度
は
、約
３
万
円
の
修
理

を
し
、新
規
購
入
は
オ
ル

ガ
ン
の
約
１１０
万
円
で
あ

る
。

　

中
学
校
で
は
、
１４０
個

で
購
入
価
格
１
，３
９
５

万
円
の
楽
器
が
あ
り
、

修
理
は
約
2５
万
円
程
度

を
支
出
し
て
い
る
。
新

規
購
入
は
、
平
成
26
年

度
は
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
な

問
商
品
券
の
販
売
前
に

行
列
が
で
き
、
混
乱

し
た
が
対
策
は
。

答
産
業
課
長　
販
売
時

間
を
早
め
、
販
売
員

や
ガ
ー
ド
マ
ン
な
ど
の

ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
、

前
回
の
よ
う
な
混
雑
が

な
い
よ
う
に
す
る
。

問
町
内
の
事
業
者
へ
の

影
響
は
。

答
創
生
室
長　
広
告
物

に
つ
い
て
、
申
請
許

可
お
よ
び
申
請
手
数
料

が
必
要
で
あ
る
。

問
全
て
の
広
告
物
に
規

制
を
す
る
の
で
は
な

く
、
景
観
を
守
る
た
め

の
ル
ー
ル
を
定
め
る
べ

ほ
か
に

○�

人
事
評
価
制
度
の
導
入
は

○�

夏
休
み
短
縮
や
土
曜

授
業
は

○�

機
能
別
消
防
団
員
の

導
入
は

学
校
の
楽
器
の
修
理
、

更
新
は

定
期
的
に
更
新

問
答

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

販
売
は

混
雑
が
な
い
よ
う
に
す
る

問
答

屋
外
広
告
物
条
例
に

よ
る
影
響
は

申
請
手
数
料
が
発
生
し
て
い
る

問
答

修理・更新が必要な楽器（中学校）

寺﨑　太彦 議員

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称 8



一
般
質
問

工事中の県道神埼北茂安線

問
神
埼
か
ら
北
茂
安

「
豆
津
」
ま
で
開
通

す
れ
ば
、
車
で
十
分
程
、

そ
う
な
れ
ば
消
防
車
、

救
急
車
、
パ
ト
ロ
ー
ル

車
な
ど
が
非
常
に
有
効

に
活
用
で
き
る
。
町
長

は
促
進
期
成
会
に
出
席

さ
れ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ

吉
野
ヶ
里
町
、
神
埼
市

に
働
き
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
建
設
課
長　
現
在
、

中
村
工
区
の
水
路
整

備
、
九
丁
分
工
区
の
道

路
の
り
面
の
防
草
工
事

問
空
き
家
対
策
を
今
後

ど
う
い
う
形
で
進
め

て
い
く
の
か
。

答
住
民
課
長　
年
内
に

は
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
後
空
き
家
対

策
を
講
じ
、
早
け
れ
ば

３
月
以
降
に
立
ち
入
り

調
査
を
し
た
い
。

問
町
の
特
産
品
開
発
は

進
ん
で
い
る
か
。

答
産
業
課
長　
商
工
会

女
性
部
の
ツ
バ
キ
油

の
活
用
事
業
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
太
古
木
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
名
物
菓

子
の
開
発
な
ど
進
ん
で

に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

今
後
、
加
茂
交
差
点
か

ら
上
米
多
地
区
ま
で
は

未
整
備
だ
が
、
早
期
事

業
化
に
向
け
て
の
要
望

な
ど
積
極
的
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。

答
町
長　
神
埼
・
北
茂

安
線
に
つ
い
て
は
、

期
成
会
を
通
し
て
県
選

出
国
会
議
員
の
先
生
方

に
、
要
望
活
動
を
続
け

て
い
く
。
今
後
と
も
本

町
に
お
い
て
は
進
捗
す

る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。

い
る
。

問
そ
れ
は
い
つ
頃
で
き

る
の
か
。

答
産
業
課
長　
こ
の
事

業
に
よ
り
製
品
化
さ

れ
た
産
品
は
、
来
年
３

月
ま
で
に
は
お
目
見
え

す
る
の
を
期
待
し
て
い

る
。

問
上
峰
町
は
佐
賀
、
鳥

栖
、
久
留
米
の
中
心

的
な
所
に
あ
り
、
災
害

が
少
な
い
町
で
近
隣
に

は
病
院
、
商
業
施
設
も

あ
り
、
上
下
水
道
が
完

備
さ
れ
て
い
る
。
人
口

は
今
後
、
増
え
る
の
か
。

答
町
長　
佐
賀
県
に
お

い
て
最
も
コ
ン
パ
ク

ト
な
形
を
維
持
し
な
が

ら
、
か
つ
遠
隔
地
に
は

小
さ
な
拠
点
が
整
備
さ

れ
、
に
ぎ
わ
い
が
つ
く

ら
れ
、
暮
ら
し
や
す
さ

が
実
感
で
き
る
ス
マ
ー

ト
タ
ウ
ン
化
を
進
め
、

佐
賀
県
で
最
も
情
報
公

開
が
進
み
、
財
政
規
律

の
整
っ
た
町
を
目
指
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

　

私
は
人
口
構
成
が
最

も
大
切
だ
と
思
っ
て

い
る
。
若
い
生
産
世
代

が
関
心
を
持
っ
て
い
る

ハ
ー
ド
の
整
備
、
ま
た
、

そ
う
い
う
産
業
集
団
を

つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問
青
少
年
育
成
と
指
導

者
、
高
齢
者
の
活
用

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
年

間
を
通
じ
て
青
少
年

育
成
地
区
懇
談
会
、
青

少
年
育
成
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
、
青
少
年
育
成
講

演
会
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や

地
域
点
検
活
動
な
ど
多

く
の
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。

神
埼
・
北
茂
安
線
の

早
期
開
通
は

進
捗
す
る
よ
う
努
め
る

問
答

空
き
家
対
策
・
特
産
品
開

発
は協

議
会
を
立
ち
上
げ
る

問
答

今
後
人
口
は
増
え
る
の
か

人
口
構
成
が
大
切

問
答

井上　正宣 議員

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称9



一
般
質
問

問
校
内
パ
ト
ロ
ー
ル
の

進
捗
状
況
お
よ
び
青

少
年
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者

数
の
報
告
を
。

答
教
育
長　
分
館
長
に

７
月
の
青
少
年
地
区

懇
談
会
で
、
青
少
年
サ

ポ
ー
タ
ー
登
録
名
簿
の

再
確
認
と
新
規
申
込
者

の
依
頼
を
し
て
い
る
。

問
報
告
は
９
月
議
会
と

な
っ
て
い
た
が
。

答
教
育
長　
今
議
会
で

報
告
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
申
し
訳
な
い
。
い

ま
し
ば
ら
く
猶
予
を
頂
き

た
い
。
分
館
長
に
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
と
お
願
い

し
て
い
る
が
、
青
少
年
サ

ポ
ー
タ
ー
は
地
域
の
見
守

り
で
と
お
願
い
し
て
い
る

の
で
、
校
内
パ
ト
ロ
ー
ル

は
別
の
話
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
町
長　

平

成
１6
年
か

ら
始
ま
っ
た
青

少
年
サ
ポ
ー

タ
ー
、
地
域
の

お
じ
ち
ゃ
ん
・

お
ば
ち
ゃ
ん
事

業
は
全
国
運
動

で
、
団
体
の
運

営
で
は
な
く
挨

拶
を
心
が
け

る
・
腕
章
や
旗

災
害
時
高
齢
者
支
援
は

自
主
避
難
は
隣
近
所
で
協
力
を

問
答

を
掲
示
し
啓
発
す
る
緩

や
か
な
運
動
で
あ
る
。

モ
デ
ル
地
区
と
推
進
地

区
を
決
め
、
上
坊
所
地

区
の
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
の
皆
様

に
町
民
会
議
か
ら
補
助

金
を
拠
出
し
て
い
る
。

教
育
長
は
学
校
の
校
内

パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
別
事

業
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
、
教
育
委
員

会
か
ら
輪
が
大
き
く
広

が
る
よ
う
に
、
呼
び
か

け
・
後
方
支
援
の
働
き

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
願
い
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
独
居
老
人
・
高
齢
者

へ
の
台
風
な
ど
災
害

時
の
連
絡
お
よ
び
避
難

場
所
へ
の
移
動
手
段
は
。

答
総
務
課
長　
風
水
害

対
策
時
の
避
難
連
絡

は
、
町
が
自
主
避
難
所
開

設
決
定
後
に
お
た
っ
し
ゃ

館
で
対
応
。
併
せ
て
各
区

長
よ
り
放
送
で
開
設
を
広

報
、
必
要
な
方
に
は
個
別

連
絡
を
お
願
い
し
て
い

る
。
消
防
団
は
消
防
車
で

広
報
。
総
務
課
で
エ
リ
ア

メ
ー
ル
発
信
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
。
健
康

福
祉
課
よ
り
民
生
委
員
へ

周
知
の
連
絡
を
し
て
い

る
。
自
主
避
難
所
の
お

た
っ
し
ゃ
館
で
は
、
昼
間

２
名
・
夜
間
３
名
の
職
員

が
常
駐
し
対
応
し
て
い
る
。

問
民
生
委
員
や
高
齢
者

の
協
力
員
へ
お
願
い

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
防

災
計
画
で
は
、
自
主

避
難
は
災
害
発
生
の
危
険

性
を
感
じ
る
か
危
険
と
判

断
し
た
場
合
な
ど
、
隣
近

所
で
声
を
か
け
あ
っ
て
自

主
的
に
避
難
す
る
よ
う
心

が
け
る
と
な
っ
て
い
る
。

民
生
委
員
に
は
、
避
難
勧

告
か
ら
要
支
援
者
に
個
別

連
絡
を
し
て
も
ら
う
。
災

害
台
帳
が
あ
る
が
協
力
員

の
未
登
録
も
あ
る
の
で
、

要
援
護
者
・
協
力
員
の
再

登
録
を
今
年
度
中
に
検
討

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

学
校
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は

教
育
委
員
会
で
対
応

問
答

ほ
か
に

○�

い
じ
め
、
不
登
校
の

現
状
と
対
策
は

○�

三
上
開
拓
線
道
路
整

備
は

避難誘導訓練（グループホームさくらんぼ）

漆原　悦子 議員

学校安全パトロール（小学校）
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一
般
質
問

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

問
今
後
の
利
活
用
の
考

え
は
。

答
教
育
長　
町
民
の
皆

様
の
知
恵
を
い
た
だ

き
、
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺

を
美
し
く
、
そ
し
て
利

用
価
値
の
あ
る
よ
う
な
、

登
山
を
し
て
い
て
気
持

ち
い
い
と
思
え
る
環
境

に
し
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
授
業

の
状
況
は

５
年
生
ま
で
拡
大
を
検
討

問
答

キ
ャ
ン
プ
場
の
環
境
整
備
は

Ｕ
Ｆ
Ｏ
テ
ン
ト
は
撤
去

問
答

問
岩
手
県
で
い
じ
め
に

よ
り
、
中
学
生
が
自

ら
の
命
を
絶
つ
事
件
が

起
き
、
い
じ
め
対
策
が

見
直
さ
れ
て
い
る
が
、

当
町
の
小
・
中
学
校
で

は
、
い
じ
め
問
題
は
起

き
て
い
な
い
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
平

成
2５
年
に
１
件
の
事

案
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
小
・
中
学
校
で
の

い
じ
め
報
告
は
な
い
。

問
学
校
で
の
い
じ
め
は

根
絶
で
き
な
い
と
い

う
が
、
上
峰
小
・
中
学

校
で
の
い
じ
め
に
対
す

る
対
応
・
対
策
は
。

答
教
委
事
務
局
長　
い

じ
め
問
題
が
生
じ
た

場
合
、
校
長
を
は
じ
め

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

師
の
役
割
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
改
善
策

を
講
じ
、
継
続
的
指
導

に
努
め
る
。

問
い
じ
め
に
対
す
る
情

報
共
有
体
制
は
で
き

て
い
る
か
。

答
教
育
長　
一
部
の
先

生
が
問
題
を
抱
え
て

対
応
し
て
い
く
こ
と
で

は
な
く
、
学
校
の
対
策

委
員
会
を
立
ち
上
げ
対

応
し
て
い
く
。

問
２
０
２
０
年
よ
り
小

学
校
で
も
英
語
の
教

科
導
入
が
決
ま
り
、
そ

れ
に
先
駆
け
、
６
年
生

に
対
し
、
外
国
人
講
師

と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
英

会
話
授
業
が
始
ま
っ
た

が
、
英
会
話
授
業
の
進

め
方
は
。

答
教
委
事
務
局
長　
こ

れ
ま
で
の
６
年
生
の

英
会
話
学
習
は
、
児
童

１
人
に
つ
き
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

の
直
接
会
話
は
１
分
程

度
だ
っ
た
が
、
今
回
の

オ
ン
ラ
イ
ン
・
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
英
会
話
は
、
１５
分

間
の
会
話
時
間
を
確
保

で
き
、
ヘ
ッ
ド
・
セ
ッ

ト
を
つ
け
、
画
面
に
集

中
し
た
丁
寧
な
や
り
取

り
が
可
能
に
な
っ
た
。

な
お
、
英
会
話
授
業
は

週
１
回
、
２
学
期
、
３

学
期
で
2０
回
行
う
。

問
鎮
西
山
の
キ
ャ
ン
プ

場
施
設
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
処

分
制
限
後
は
撤
去
等
検

討
す
べ
き
で
は
。

答
教
委
事
務
局
長　
Ｕ

Ｆ
Ｏ
テ
ン
ト
の
撤
去

に
つ
い
て
は
、
担
当
課

と
し
て
は
、
早
急
に
撤

去
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

い
じ
め
の
対
応
・
対
策
は

全
職
員
で
取
り
組
む

問
答

オンライン英会話（小学校）

向井　正 議員

問
中
学
へ
進
ん
で
も
、

継
続
を
希
望
す
る
生

徒
へ
の
対
応
は
。

答
教
育
長　
業
者
へ
の

連
絡
は
可
能
。
本

人
・
家
族
の
希
望
と
い

う
形
で
、
個
別
の
継
続

は
よ
い
と
思
う
。

問
今
後
、
５
年
生
か
ら

の
取
り
組
み
の
考
え

は
。答

副
町
長　
今
年
度
の

取
り
組
み
で
、
し
っ

か
り
し
た
評
価
を
し
て
、

成
果
を
導
き
出
し
た
上

で
、
５
年
生
ま
で
広
げ

ら
れ
る
方
向
で
進
め
た

い
。

１１



一
般
質
問

答
総
務
課
長　
一
戸
一

灯
運
動
が
定
着
し
、

平
成
22
年
度
か
ら
全
戸

一
灯
運
動
に
移
行
し
た

が
、
住
民
へ
の
働
き
か

け
が
弱
か
っ
た
。
今
後
、

積
極
的
に
こ
の
制
度
に

対
し
協
力
と
お
願
い
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

確
保
す
る
た
め
の
対
策

の
考
え
は
。

答
建
設
課
長　
通
学
路

と
し
て
は
危
険
な
状

況
と
認
識
し
て
い
る
。

土
地
改
良
区
、
地
元
と

の
協
議
を
重
ね
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答
町
長　
西
峰
東
西
２

号
線
の
街
路
灯
設
置

の
考
え
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
２
号
線
以
外
に
も

必
要
な
所
は
設
置
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

問
一
戸
一
灯
か
ら
全
戸

一
灯
運
動
に
な
っ
た

が
、
役
場
の
横
断
幕
も

な
く
運
動
と
し
て
活
動

し
て
い
る
の
か
疑
問
に

思
う
。
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し

て
い
る
の
で
は
。
行
政

と
し
て
の
認
識
は
。

問
中
学
校
体
育
館
北
側

の
道
路
は
通
学
路
で

あ
り
、
下
校
時
は
一
斉

に
帰
宅
す
る
た
め
、
歩

行
者
、
自
転
車
及
び
車

両
で
混
雑
し
、
お
互
い

に
避
け
合
い
な
が
ら
通

行
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
生
徒
達
の
安
全
を

問
西
峰
東
西
２
号
線
周

辺
の
夜
間
は
真
っ
暗

で
、
青
少
年
育
成
地
区

懇
談
会
で
も
街
灯
設
置

の
要
望
が
あ
っ
た
。
保

護
者
は
子
供
が
学
校
か

ら
家
に
帰
り
着
く
ま
で

心
配
さ
れ
て
い
る
。
街

灯
設
置
の
考
え
は
。

ほ
か
に

○�

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
に
つ
い
て

○�

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
計
画
に
つ
い
て

○�

中
学
生
の
自
転
車
通
学
の
範
囲
拡
大
に
つ
い
て

問
大
字
坊
所
地
区
は
住

宅
建
設
が
進
み
、
地

域
に
よ
っ
て
は
消
火
栓

が
な
い
。
道
幅
が
狭
く

火
災
に
な
っ
た
ら
大
変

だ
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。

町
内
全
域
に
渡
っ
て
消

火
栓
、
防
火
水
槽
等
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ

て
い
る
の
で
な
い
か
。

答
総
務
課
長　
人
口
規

模
で
見
て
も
上
峰
町

が
劣
っ
て
い
る
状
況
で

は
な
い
。
消
火
栓
の
設

置
に
つ
い
て
も
管
径
等

の
制
約
が
あ
る
が
、
消

防
水
利
の
充
実
に
気
を

配
っ
て
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
、

今
年
度
も
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。

町
内
の
防
災
対
策
は

順
次
、
進
め
る
方
向
で
検
討

問
答

全
戸
一
灯
運
動
の
進
捗
状

況
は運

動
の
推
進
啓
発
に
取
り
組
む

問
答

中
学
校
体
育
館
北
側
道
路

側
溝
の
安
全
対
策
は

協
議
し
進
め
た
い

問
答

西
峰
東
西
２
号
線
の
街
灯

設
置
の
考
え
は

順
次
設
置
し
て
い
く

問
答

消火栓ボックス

中学校体育館北側の側溝

田中　静雄 議員
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一
般
質
問

ほ
か
に

○�

固
定
資
産
台
帳
の
整

備
に
つ
い
て

問
御
陵
公
園
か
ら
古
墳

公
園
へ
名
称
が
か
わ

り
、
こ
の
間
平
成
2４
年

９
月
よ
り
要
望
を
行
い
、

皇
族
の
御
陵
で
あ
る
都

紀
女
加
王
墓
と
古
墳
公

園
の
存
在
の
Ｐ
Ｒ
と
整

備
を
求
め
た
。
結
果
、

公
園
内
の
整
備
、
フ
ェ

ン
ス
の
張
替
、
出
入
口

３
か
所
整
備
、
簡
易
ト

イ
レ
設
置
、
御
陵
と
公

園
の
案
内
板
等
が
設
置

さ
れ
た
。
公
園
前
の
バ

ス
停
名
称
変
更
「
坊
所
」

か
ら
「
都
紀
女
加
王
墓

前
」
へ
バ
ス
会
社
へ
変

更
手
続
き
中
。
今
後
の

古
墳
公
園
の
維
持
管
理

は
。答

文
化
課
長　

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
作
業
委
託
し
、
下
草

の
伐
採
、
植
え
込
み
の

剪
定
等
を
実
施
。

　

県
実
施
の
、
さ
が
段

階
チ
ャ
レ
ン
ジ
交
付
金

事
業
に
地
域
住
民
団
体

が
提
案
さ
れ
た
「
都
紀

女
加
王
墓
と
古
墳
公
園

を
守
る
奉
仕
団
」
の
草

刈
り
・
清
掃
な
ど
の
環

境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
採
択
さ
れ
た
。

問
変
則
五
差
路
請
願
の

理
由
は
。

・�

交
差
点
内
に
鋭
角
地

が
あ
り
見
通
し
悪
く

危
険
。

　

活
動
に
係
る
事
業
の

町
補
助
金
を
今
議
会
に

計
上
し
て
お
り
、
１０
月

か
ら
作
業
実
施
予
定
で

あ
る
。

問
陵
墓・古
墳
公
園
は
、

イ
オ
ン
前
県
道
沿
い

の
メ
ー
ン
通
り
に
あ
る
、

応
神
天
皇
の
ひ

孫
に
あ
た
る

「
都
紀
女
加
王
」

の
陵
墓
で
あ
る
。

　

奉
仕
団
が
、

町
の
宝
と
し
て

守
り
、
公
園
内

等
の
環
境
美
化

活
動
（
除
草
、

清
掃
、
季
節
の

花
々
植
栽
等
）

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

緑
の
基
金
の
活
用
は
で

き
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
地
区
か

ら
の
要
望
に
対
し
て

の
事
業
だ
が
、
団
体
も

対
象
に
な
る
か
、
調
査

し
た
い
。

学
福
祉
バ
ス
が
病
院

へ
運
行
で
き
な
い
。

・�

町
の
避
難
道
路
に
た

ど
り
着
く
ま
で
が
、

困
難
。

　

非
常
に
危
険
を
は
ら

ん
だ
町
道
、
し
か
も
４

本
の
町
道
が
交
差
し
て

い
る
長
年
の
懸
案
道
路

だ
。
更
に
東
の
県
道
か

ら
の
抜
け
道
と
し
て
、

朝
夕
の
通
行
量
が
多
い

危
険
道
路
で
あ
る
。

　

こ
の
請
願
に
伴
い
、

町
内
外
の
３７４
名
の
賛
同

も
あ
り
、
加
え
て
町
内

地
域
周
辺
か
ら
も
、
ま

だ
で
き
な
い
の
か
、
と

の
声
が
多
い
。
そ
の
後

の
進
捗
は
。

答
建
設
課
長　
補
助
率

の
高
い
防
衛
省
補
助

事
業
の
考
え
は
変
わ
ら

な
い
。
こ
の
変
則
五
差

路
整
備
だ
け
の
防
衛
の

補
助
採
択
は
き
び
し
い

の
で
、
こ
の
交
差
点
を

含
む
町
道
下
津
毛
三
田

川
線
と
三
上
北
の
南
北

１
号
線
を
含
め
た
「
緊

・�
小
中
の
通
学
道
路
で

歩
行
者
・
自
転
車
が

接
触
事
故
の
危
険
が

あ
る
。

・�

町
道
狭
小
の
た
め
通

急
避
難
道
整
備
計
画
」

に
向
け
て
、
九
州
防
衛

局
・
防
衛
省
・
国
交
省
・

地
元
国
会
議
員
等
に
要

望
を
行
っ
た
。

答
町
長　

今
後
も
陳

情
、
要
望
等
を
重
ね

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

路
線
が
適
当
か
、
私
共

で
判
断
し
て
い
き
た
い
。

要望
地
域
の
住
民
が
待
望

す
る
長
年
の
懸
案
道

路
だ
、
安
心
し
て
通
行

で
き
る
町
道
改
良
を
望

む
。

請
願
道
路
の
経
緯
は

関
係
道
路
と
合
わ
せ
て
計
画
検
討

問
答

古
墳
公
園
の
維
持
管
理
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託

問
答

古墳公園

坊所・三上地区の変則五差路

碇　勝征 議員
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上
峰
町

検
　
索

➡

がんばれ　上中 部活動紹介！

　

ラ
グ
ビ
ー
の
第
８
回
Ｗ

杯
で
、
３
勝
を
挙
げ
た
日

本
代
表
の
歴
史
的
な
快
進

撃
に
は
、
多
く
の
感
動
を

い
た
だ
い
た
。
南
ア
フ
リ

カ
戦
の
後
半
ロ
ス
タ
イ
ム

で
は
、
同
点
を
狙
う
の
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
弱
点

と
さ
れ
て
き
た
ス
ク
ラ
ム

を
選
択
し
た
こ
と
で
逆
転

の
ト
ラ
イ
が
生
ま
れ
た
。

　
町
づ
く
り
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
と

役
割
を
担
い
、
果
た
し
、

最
終
的
に
が
っ
ち
り
と
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い
く
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
上
峰

町
の
基
礎
と
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
、
と
感
じ

た
。�

（
原
田
）

あ
と
が
き

行事への参加� ７月～９月

７月2５日　上峰町サマーフェスタ2０１５
８月１８日　目達原駐屯地との勉強会
８月22日　おたっしゃ館夏祭り
８月2７日　上峰町戦没者慰霊祭
８月2８日　県内全議員研修会
８月2９日　野菊の里ふれあい夏まつり
８月３０日　上峰町近圏少年剣道錬成大会
９月５日　上峰中学校体育大会

９月１３日　上峰町敬老会
９月１３日　野菊の里敬老の日式典

議
会
だ
よ
り

 

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
寺
﨑　
太
彦

副
委
員
長　
田
中　
静
雄

委
員　
　
　
原
田　
　
希

委
員　
　
　
吉
田　
　
豊

委
員　
　
　
向
井　
　
正

２
サッカー部

　サッカー部は「限界突破」をモッ
トーとしていました。そんな僕た
ちの目標は「県中体連総合体育大会
優勝」でした。僕たちは目標には届
かなかったけど、県大会で３位に入
ることができました。僕たちが県で
３位に入れたのには、大きなきっか
けがあります。それは地区中体連総
合体育大会の決勝です。僕たちはそ
れまで地区大会なんて楽勝というイ
メージで練習に臨んでいました。

　しかし、地区大会決勝で後半にあと一
歩で負ける所まで追いつかれ、みんなが
このままじゃだめだと思い、これ以降の
練習が今までの練習の何倍も活気づきま
した。地区大会決勝であそこまでの接戦
になったから県でも戦えたんだと思いま
す。県大会では僕たちより強いチームと
の試合だったけど、僕たちが今までやっ
てきた「限界突破」でベスト４まで勝ち
上がることができました。僕たちは個々
の能力は突出していないけど、みんなの
力で３位に入ることができました。みん
な本当にありがとう。

顧 問 松門寺・毛利先生
キャプテン （旧）福島　聖人

（新）日髙皓一朗

◀敬老会の
　町内最高齢者表彰
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